
「これから遊びに行っても大丈夫ですか」という連絡もよく頂きます。どうぞいつでもお気軽にお電話を下さいね。

積雪の際は、車の運転に十分気を付けてお越しください。お待ちしております。

《1月の行事とおしらせ》

月 火 水 木 金 土

31 1

年始閉所

3 4 5 6 7 8

年始閉所 ぴよぴよ

(1月3日まで) （主に０歳児対象）

保健指導員相談日

10 11 12 13 14 15

 永岡サークル  午前 とことこ

「ながままサークル」 チューリップひろば （主に１歳児対象）

17 18 19 20 21 22

ぴょんぴょん

（主に２歳児対象）

24 25 26 27 28 29

午前・午後 南方サークル

チューリップひろば 「はあと　　マム」

<１月の主な行事>（１０時３０分頃～１１時３０分頃まで）

☆１月７日（金）　　ぴよぴよ（主に０歳児対象）

　　　　　　　　　　　保健指導員相談日

☆１月１４日（金）　とことこ（主に１歳児対象）・小正月あそび

☆１月２１日（金）　ぴょんぴょん（主に２歳児対象）

　　あけましておめでとうございます。2022年が、皆様にとって健康で素敵な年になりますようお祈り致します。

今年もセンター内に広がる子ども達の元気な声、笑顔、そして沢山の出会いを楽しみに、スタッフ皆で力を合わ

せてあそびをすすめてまいります。新年は4日から開所となります。ぜひ体を動かして皆であそびましょう。

令和４年 1月1日（土）発行

社会福祉法人愛護会 金ケ崎町子育て支援センター

金ケ崎町西根高谷野原1072 Tel 44－3365 Fax 34-3700 

Eメールkosodatesien@aigokai.jp （ファックス番号が変更になりました。）

金ケ崎町子育て支援センターは、 金ケ崎町立西

小学校西側にあります。

妊婦さんや0歳児から5歳児までの子育て親子の

あそびの場、育児・健康・食事についてのメール・

電話相談を受け付けております。お気軽にご利用

ください。☆月～土曜日まで（祝祭日は除く）10時～16時

ちびっこひろばだより１月号

金ケ崎町子育て支援センターちびっこひろば

チューリップ広

場開催日となり

ます。対象のお

友達以外の利用

はできません。

チューリップ広

場開催日（午前

のみ）となりま

す。対象のお友

達以外の利用は

できません。

金ケ崎町子育て支援センターの利用について
・マスクの着用をお願いします。

・来所時の健康確認、検温をお願いします。

・お弁当の持ち込みは、お休みとなっています。

ご協力をお願いします。

センターには絵本のお部屋があ

ります。
沢山の絵本があり、貸し出しも行って

おります。ぜひ来所頂き、ゆっくり親

子の会話を楽しみながらご覧ください

ね。お家の方にとって、思い出の絵本

に出会えることと思います。

スタッフが絵本の読み聞かせを行う時

間(午前・午後)もあります。

「今日の絵本はなにかなー」と楽しみ

にしてくれる子どもさん、お家の方か

ら日々力を

頂いております。

令和４年１月３日（月）まで、年始のお休みとなります。
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参考文献 子どもの発達と保育の本（発行所 学研みらい）

（3歳ころ） 表現を楽しむ

手指の細かい動きが可能になり、また「○○を描く」という意識が出てきます。閉

じた円の中に顔のパーツが入り、そこから手足が出た「頭足人」を描き始めます。

表現を通して、人と共感し、伝える喜びを味わえることを大事にしていきましょう。

発達に合った素材やあそびを

子ども達一人ひとりに合った素材や遊びと

なるようにしましょう。

例えば、まだ腕を十分に動かせない子ども

さんの場合は小さな紙や色鉛筆等の細かい画

材を与えるのは難しいことです。

腕をぐるぐる回して遊ぶことができる大き

な紙や、筆圧が少なくてすむフエルトペ

ン・マーカー等を用意するとよいですよ。

クレヨンを指で握る力が不足しているよう

であれば、つまむ動作や指先を使う遊びを

行うとよいですよ。

月齢や年齢別のかかわりのポイントをご紹介します。

ストレートな表現を楽しむ

2～3歳はじめは絵を描き、出来上がったもの

を見て「○○をかいた」と命名する時期で、3

歳後半になると「これを描こう」と意図を

もって描こうとします。

人のまねをしたり、他人の目を意識した

りすることがなく、表現することが純粋

に楽しい時期なので、素直な面白い絵が

たくさん見られます。
細かいことにこだわったり「ここでおしまい

にしようね」と大人が止めてしまうのではな

く、「絵をかくってたのしい！」が

沢山味わえるようにしましょう。

「これは○○なんだね」

「すてきな絵がかけたね」等と

共感していくことが大切です。
子どもたちは、どんどん描くこと

が楽しくなり、さらに表現力が豊

かになっていきます。


